




















































































後の有効回答者数は、子どもと別居している親 152 人（平均年齢 42.07 歳、
標準偏差 6.33）、そのうち男性 126 人（平均年齢 41.75 歳、標準偏差 6.23、
126 ／ 152 ＝約 83％）、女性 26 人（平均年齢 43.62 歳、標準偏差 6.72、









状況に関する６項目（質問１～６）、Shear et al.（2006；Ito et al.、2012）
が作成した「簡易版悲嘆尺度（Brief Grief Questionnaire：BGQ）日本版」（中
島ら、2010）の５項目（質問７～ 11）、心身の調子と投薬治療に関する５











別居時の第１子 152 人の平均年齢は 5.99 歳（標準偏差 3.75）、第２子




週５ 回＝１人（0.7％）、週 1 回＝２人（1.3％）、月 2 回宿泊あり＝２人（1.3％）、
月２回＝８人（5.3％）、月１回宿泊あり＝２人（1.3％）、月１回＝ 37 人（24.3％）、


















その結果、面会交流あり群の合計点平均値は 7.67 点（標準偏差 1.99）、


















86 人 1 人 2 人 2 人 8 人 2 人 37 人 10 人 4 人
56.6％ 0.7％ 1.3％ 1.3％ 5.3％ 1.3％ 24.3％ 6.8％ 2.6％
連れ去り別居 話し合い別居 追い出し別居
62 人 84 人 6 人
40.8％ 55.3％ 3.9％





















































月以内群（40 人：短期間群 25％）と別居の期間 48 ヵ月以上群（40 人：長期
間群 25％）に分けて BGQ 日本版の合計点平均値をｔ検定で比較した（表５）。
表５　別居の期間と悲嘆
その結果、別居の期間 13 ヵ月以内群の合計点平均値は 8.50（標準偏差



















8.50（1.38） 8.35（2.18） 0.368 65.886 0.714 n.s.
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26 人、「易怒性（怒りっぽさ・イライラ）」24 人、「感情の麻痺」18 人、「孤
立感」15 人、「食欲不振」12 人、「うつ」9 人、「無気力」7 人、「自殺念慮」



















面会交流あり 45 18 63
調整済み標準化残差 2.2 -2.2
面会交流なし 31 28 59
調整済み標準化残差 -2.2 2.2






















短期間 12 17 29
調整済み標準化残差 -3.1 3.1
長期間 29 8 37
調整済み標準化残差 3.1 -3.1
合計 41 25 66
投薬治療あり 投薬治療なし 合計
短期間 8 14 22
調整済み標準化残差 -2.5 2.5
長期間 13 4 17
調整済み標準化残差 2.5 -2.5





「やや効いた（48 人）」を合わせると、約 89％（68 人）が効果を感じていた。
逆に、抗うつ剤を処方されている人は、「まったく効かなかった（26 人）」「あ















■まったく効かなかった 26 3 0
■あまり効かなかった 24 5 0
■どちらともいえない 14 29 8
■やや効いた 5 6 48






その結果、投薬治療あり群の合計点平均値は 8.18 点（標準偏差 1.81）、
投薬治療なし群の合計点平均値は 8.26 点（標準偏差 1.56）であり、両群の

























































また、子どもと別居した後、調査協力者の約 78％（119 人／ 152 人）が
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（例：毎週 11 時から 19 時まで／月１回２時間程度／まったく会えて
いない、など）
（６）別居の状況は？
（例：協議離婚／相手方が連れ去り別居して離婚調停を申し立てられ
ている、など）
（７）（子どもの名前）との別居を受け入れることは非常に大変ですか？
全く大変ではない……０　　　多少大変である……１
かなり大変である……２
（８）悲嘆のために、今でも生活に支障がどのくらいありますか？
全くない……０　　　多少ある……１　　　かなりある……２
（９）子どもと別れたときの光景やその時に考えたこと、また、子どもとの
別居についての色々な考えによって悩まされることはどのくらいあり
ますか？
全くない……０　　　多少ある……１　　　かなりある……２
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（10）（子どもの名前）と同居していたときにあなたがしていたことで、そ
れをすることが（子どもの名前）がもういなくなってしまったことを
思い起こさせるために、もはやそれをする気になれずに、避けている
ことはありますか？　たとえば、子どもと一緒に行った場所に行くこ
とや、子どもと一緒に楽しんだことを避けていますか？　あるいは、
（子どもの名前）の写真を見たり、子どもについて話すのを避けてい
ますか？　こういったことを、あなたはどのくらい避けていますか？
全くない……０　　　多少ある……１　　　かなりある……２
（11）（子どもの名前）と別居してから、以前は家族や友達のように親しかっ
た人も含めて、他の人から切り離されたり、距離があるように感じる
ことはどのくらいありますか？
全くない……０　　　多少ある……１　　　かなりある……２
（12）子どもと別居してから、心身の調子を崩したことがありますか？
ある　　　ない
（13）どのような症状でしたか？（自由記述）
（14）精神科あるいは心療内科などに通院し、投薬治療を受けたことがあり
ますか？
ある　　　ない
（15）どのような薬が出ましたか？（自由記述）
（16）薬は効きましたか？　（５件法）
①睡眠剤、②安定剤、③抗うつ剤、④その他 一九
